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(57)【要約】
　手持電動工具の蓄電池の完全な放電を防止するために
、手持電動工具の実平均オンタイムを算出するステップ
と、手持電動工具の算出された平均オンタイムに応じて
、蓄電池の完全な放電を防止するための基準時間を設定
するステップと、を備える方法。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手持電動工具（２００）の充電池（２０１）の過放電防止方法であって、前記手持電動
工具（２００）の実平均オンタイムを算出するステップ（１０１）と、前記手持電動工具
（２００）の算出された平均オンタイムに応じて、前記充電池（２０１）の過放電防止の
ための基準時間を設定するステップ（１０２）と、を備える方法。
【請求項２】
　前記充電池（２０１）の特定の制限電圧を下回る時間が、設定された基準時間より長い
場合に、前記手持電動工具（２００）をスイッチオフするステップ（１０３）をさらに備
える、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記基準時間は、前記手持電動工具（２００）の前記算出された平均オンタイムより短
い値に設定される、ことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記基準時間は、前記手持電動工具（２００）の前記算出された平均オンタイムの５０
％から９０％の間の値に設定される、ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１に記
載の方法。
【請求項５】
　前記基準時間は、最大許容基準時間より短く、且つ、最小許容基準時間より長い値に設
定される、ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１に記載の方法。
【請求項６】
　前記手持電動工具（２００）の前記平均オンタイムは、前記手持電動工具（２００）の
少なくとも２つのオンタイムの平均値算出により算出される、ことを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか１に記載の方法。
【請求項７】
　前記手持電動工具（２００）の前記算出された平均オンタイムは、最終的に算出された
平均オンタイムとして記憶される、ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１に記載
の方法。
【請求項８】
　前記手持電動工具（２００）の前記平均オンタイムは、前記手持電動工具（２００）の
少なくとも２つのオンタイム及び前記最終的に算出された平均オンタイムの平均値算出に
より算出される、ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記手持電動工具（２００）の前記平均オンタイムは、前記手持電動工具（２００）の
設定された運転期間に亘って及び／又は設定されたスイッチオン工程数を考慮することに
より算出される、ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１に記載の方法。
【請求項１０】
　最初のスイッチオン時に、前記基準時間は、前記最大許容基準時間以下、且つ、前記最
小許容基準時間以上の開始値に設定される、ことを特徴とする請求項１乃至９のいずれか
１に記載の方法。
【請求項１１】
　手持電動工具（２００）に使用される充電池（２０１）の過放電防止のための監視装置
（２１０）であって、前記手持電動工具（２００）の実平均オンタイムの算出するための
タイマー（２１１）と、前記手持電動工具（２００）の算出された平均オンタイムに応じ
て、前記充電池（２０１）の過放電防止のための基準時間を設定する設定手段（２１２）
と、を備える監視装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の充電池（２０１）の過放電防止のための装置（２１０）を備える手
持電動工具（２００）。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、手持電動工具の蓄電池の過放電防止方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　手持電動工具の電流源は、リチウムイオン蓄電池等の蓄電池によるものが増えている。
過放電による蓄電池の破損を避けるために、予め特定された基準時間の間、特定の制限電
圧に達しない場合に、周知の手持電動工具ではスイッチオフ（電源を切る）が実行される
。
【０００３】
　蓄電池を使用する様々な手持電動工具の仕様や充電特性は大きく異なるが、そのような
蓄電池は、種々の手持電動工具のために広く使用されるべきである。さらに、各使用者に
は、各使用者に適した使用習性がある。そのため、予め特定された基準時間を過ぎてから
のスイッチオフは最善では無い場合がある。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明に係る手持電動工具の充電池の過放電を防止する方法は、手持電動工具の現在の
平均オンタイムを算出するステップと、手持電動工具の算出された平均オンタイムに応じ
て、充電池の過放電防止のための基準時間を設定するステップと、を備える。
【０００５】
　このようにして、改善された時期即応且つ適応性のある過放電防止が実行される。これ
は、手持電動工具の使用者の習性や実使用に適応するため、手持電動工具の出力特性は特
定の使用者及び使用に最適化される。また、手持電動工具の頻繁な使用による過放電がよ
り確実に防止されるため、手持電動工具の保護が改善され得る。
【０００６】
　本発明の様態において、この方法は、充電池の特定の制限電圧を下回る時間が、設定さ
れた基準時間より長い場合に、手持電動工具のスイッチオフを実行するステップをさらに
備える。
【０００７】
　このようにして、スイッチオフの失敗を減らせる。これにより、デバイス性能が高めら
れ、手持電動工具の適用範囲が広げられる。
【０００８】
　この方法の発明の別の様態において、基準時間は手持電動工具の算出された平均オンタ
イムより短い値に設定される。
【０００９】
　これにより、手持電動工具の算出された平均オンタイムに対して適切な比率の設定され
た基準時間を使用することが出来る。そのため、最適化された過放電防止に加え、使用者
の習性と実使用に関して最適化された出力特性が得られる。
【００１０】
　この方法の発明の別の様態において、基準時間は、手持電動工具の算出された平均オン
タイムの５０％から９０％の間の値に設定される。算出された平均オンタイムの５０％か
ら９０％の範囲は、最適化された過放電防止及び同時に最適化された出力特性に関して特
に都合の良い数値範囲である。
【００１１】
　この方法の発明の別の様態において、基準時間は、最大許容基準時間より短く、且つ、
最小許容基準時間より長い値に設定され得る。従って、絶対値及び許容間隔を指定するこ
とが出来、その許容間隔内で基準時間を設定することが出来る。従って、手持電動工具の
動作信頼性に関する技術仕様が考慮され得る。
【００１２】
　この方法の発明の別の様態において、手持電動工具の算出された平均オンタイムは、最



(4) JP 2016-501002 A 2016.1.14

10

20

30

40

50

終的に算出された平均オンタイムとして記憶される。最終的に算出された平均オンタイム
の記憶は、さらなる平均値算出のため用途にも使用され得る。この方法の発明の別の様態
において、手持電動工具の平均オンタイムは、手持電動工具の少なくとも２つのオンタイ
ムの平均値算出により算出される。これにより、手持電動工具の使用頻度が低く従って結
果的に使用期間が短い場合でも、使用頻度が高く従って使用期間が長い場合でも、平均値
算出のための任意のオンタイムの回数が考慮され得る。この方法の発明のさらに別の様態
において、手持電動工具の平均オンタイムは、手持電動工具の少なくとも２つ以上のオン
タイムにより算出され、最終的に平均オンタイムが算出される。従って、平均値算出に関
して、実オンタイム及び実際の使用者の習性だけで無く、以前の使用者の習性も考慮され
得る。
【００１３】
　この方法の発明の別の様態において、手持電動工具の平均オンタイムは、手持電動工具
の設定された運転期間に亘って及び／又は設定されたスイッチオン（電源を入れる）工程
数を考慮することで算出される。これにより、最適化された全負荷放電の場合は、作業日
等の１つ又は複数の規定した運転期間に亘って、使用者の習性を考慮することも可能であ
る。特に、実際の平均値算出に、１つ又は複数の直近に算出された平均オンタイムを加え
ることも可能である。
【００１４】
　また、１つ又は複数の運転期間を考慮し、例えば、各新しい運転期間において、許容間
隔内における予め規定された開始値により、新たに平均値算出を開始し得る。実運転期間
の所定の直近のスイッチオン工程数の後に、以前のスイッチオン工程数を超えて予め特定
された数に亘って平均値算出を行う。あるいは、最終的に算出された平均オンタイムは実
オンタイムから算出され重み付けされるように、実平均オンタイムの値を算出し得る。
【００１５】
　さらに、オンタイムは、まず基準時間の値と相関付けられ、その後、それらの相関付け
られた値について、平均値算出が行われる。
【００１６】
　この方法の発明の別の様態において、最初のスイッチオンの際、基準時間は、最大許容
基準時間以下、且つ、及び最小許容基準時間以上の開始値に設定される。これにより、実
運転期間又は実際の一連のスイッチオン工程について、手持電動工具の最初のスイッチオ
ンに対して、充電池過放電防止のための基準時間を予め設定することが可能である。これ
は、規定の基準時間の値により、提案した方法の初期化を行うことである。
【００１７】
　さらに、手持電動工具のバッテリー供給についての過放電防止装置が提案される。この
装置は、手持電動工具の実オンタイムを算出するためのタイマーと、手持電動工具の算出
された平均オンタイムに応じて、充電池の過放電防止のための基準時間を設定する設定手
段と、を備える。
【００１８】
　タイマーや設定手段等の各手段は、ハードウェア技術及び／又はソフトウェア技術によ
り行われ得る。ハードウェア技術で構成される場合は、各手段は、コンピュータやマイク
ロプロセッサ等、装置や装置の一部として設計され得る。ソフトウェア技術で構成される
場合は、各手段は、コンピュータプログラム製品として、プログラムコードの機能、ルー
チン又は一部として、若しくは実行可能オブジェクトとし設計され得る。
【００１９】
　さらに、そのような装置を備えた手持電動工具が提案される。この手持電動工具は、特
に、電動ドライバー、手持ドリル、チゼルハンマー、コンビハンマードリル、コードレス
ドライバー、ドライウォール用ドライバー、接線方向衝撃ドライバー、丸鋸又は往復動鋸
等の手持電動工具である。
【００２０】
　実施例と図面を参照し、以下の記載により本発明を説明する。図面は以下の内容を示す
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。
【００２１】
　同様又は機能的に類似している構成には、特に明記しない限り、図面において、同一の
参照符号を付した。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】手持電動工具を示す図である。
【図２】手持電動工具の充電池の過放電防止方法の概略のフローチャートを示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、例えば、電動ドライバー等の手持電動工具２００を示す。この手持電動工具２
００は、工具３が挿入又は取り付けられる工具保持具２を備える。工具３は、ドライバー
ビット、ボーラ、研削ディスクや鋸刃等を含む。電動モータ２０は、工具保持具２を駆動
し、ここでは例えば、ワーク軸の周りを回転させる。工具保持具２と電動モータ２０間の
駆動系は、スピンドル５、ギア６、及びその他の部品、例えばトルクカップリングや偏心
輪等で構成されても良い。
【００２４】
　使用者は、押しボタン７を押し、手持電動工具２００を作動させる。この押しボタン７
は、使用者が手持電動工具２００を把持し、案内出来るように、ハンドル８に設置される
のが好ましい。制御器１０は、手持電動工具２００が作動すると、それに応じて電動モー
タ２０に電流を供給する。手持電動工具２００の電流源は、例として、いくつかの二次電
池セル４１を備えたバッテリーパック２０１（充電池）である。
【００２５】
　手持電動工具２００の運転に加えて、制御器１０は、バッテリーパック２０１の状態を
効果的にモニターする。とりわけ、制御器１０は、バッテリーパック２０１の充電状態が
臨界閾値を下回ると、手持電動工具２００の動作を停止させる。制御器１０は、過放電防
止のための監視装置２１０を備える。監視装置２１０は、この目的を達成するために、個
々の電池セル４１の実際のセル電圧等のバッテリーパック２０１のセンサデータを読み出
す。１つ又は複数の電池セル４１のセル電圧が、基準時間の閾値を下回ると、過放電防止
機能が作動し、手持電動工具２００の動作が終了される。
【００２６】
　図２は、手持電動工具２００の充電池２０１の過放電防止方法の概略のフローチャート
を示す図である。
【００２７】
　この方法の第一のステップにおいて、手持電動工具２００の実平均オンタイムを算出す
るステップ１０１が実行される。他のステップにおいて、手持電動工具２００の算出され
た平均オンタイムに応じて、充電池２０１の過放電防止のための基準時間を設定するステ
ップ１０２が、実行される。特に、この基準時間は、例えば、手持電動工具２００の算出
された平均オンタイムの５０％から９０％の範囲の、手持電動工具２００の算出された平
均オンタイム未満の値に設定される。従って、この範囲データは、手持電動工具２００の
電動モータ２０に関する技術仕様から作成された最小及び最大許容基準時間等に基づく。
【００２８】
　充電池２０１の特定の制限電圧を下回る時間が所定の基準時間より長い場合に、手持電
動工具２００のスイッチオフをするステップ１０３が実行される。この制限電圧は、電流
及び温度に応じて変化し得る。
【００２９】
　算出された平均オンタイムは、記憶され、さらなる次の平均値算出に使用され得る。こ
れは、作業日等の、特定の運転期間中のスイッチオン工程に亘って平均値算出を行う際に
、とりわけ効果的である。同時に又は選択的に、予め特定されたスイッチオン工程数に平



(6) JP 2016-501002 A 2016.1.14

10

均値算出を限定するか、若しくは、１つ又は複数の計算要素を重みづけする等して、相互
にいくつかの平均値算出の結果を計算することが可能である。
【００３０】
　スイッチオフするステップ１０３は、過放電により損傷する前に充電池２０１を保護す
るために充電池２０１の更なる過放電を防止する。
【００３１】
　図１は、手持電動工具２００の概略のブロック図を示す。手持電動工具２００は、手持
電動工具２００の一部として監視装置２１０を備える。監視装置２１０は、手持電動工具
２００の平均オンタイムを算出するためのタイマー２１１と、手持電動工具２００の算出
された平均オンタイムに応じて、充電池２０１の過放電防止のための基準時間を設定する
設定手段２１２と、を備える。監視装置２１０は、充電池２０１に組み込まれても良い。

 

【図１】 【図２】
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